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F　13 中 ・ 高校生の 被服 教育 に関す る一 考察

日本 大短大　　 青 木千賀 子

－ ア メ リ カ と の 比 較 に お い て ー

教　　育

目的　 社会 構造 の進 化高度 化, お よ び国 際化 の進 展に 対応し ，家 庭科 を男 女と も高 等学

校 まで 必修で 学ぶこ と になっ たが ，こ れは 生 活意 識の転 換と生 活重 視の 教育 の必 要性 が具

現化 さ れたも のと 言え る。 それゆ え ，家 庭科 の教 科内容 の見 直し が急 務の 課題で ある が ，

こ こ では 被服 領域 に関し て ，日米 の 教育 を比 較し な がら 中・ 高 校におけ る 被服 教育のあ り

方 につ いて 検討 するこ と を目的 とした.

方 法　 日本 とアメ リ カの 中・ 高家 庭科 の教 科書お よび その 指導 書に 基づ き ，日 米の 被服

教育 につい て比 較分 析し ，検討 を行っ た.

結 果　 アメ リカ の教 育は一 般に目的 志 向型 で ，実利・ 能力 主義 的であ り, 創 造力の 養 成

に力 点 がおか れた 柔軟 性のあ る教育 とい われ るが ，被 服教育 にお いて もそ れが 表れて い る。

以 下，日 米の 比較 をふ ま えて 今後の 被服 教育 の具 体案 を列 挙す る. ① 自分 を美し く 魅力的

に 表現 する ための 被 服の 着こ なし とは： 被 服の みに着目 せ ず ，体型 ，皮膚 ，爪 ，歯. 髪 な

ど にも 気を 配り ，食 事 ，運動 ，睡 眠が適 当に 行 われて はじ めて 達成 さ'れ ると 説く 。②自 分

に あっ た被 服を 選択 購入 する には： 色 ，デ ザイン ， 素材 ，付属囁 を 総合し て 選び, 消 費 者

として の正し い 知 識をも とに ，適 切=5r判 断 がで きる 能力 を身に つけ るこ とが 肝要 と説く 。

③購入 後 ，で きる だけ 新 品同 様の 状態で 長く 使用す るには： 取り扱 いラ ベル の 指示に 従い

し みぬ き ，洗 濯を 適切に ，合理的 に行 うこ と が大切 と説く 。R 縫 製技 術を身 につ ける には

： ミ シン に慣 れ， 被服 パタ ーンと 体型 と の関 係につ いて 理解し ，製 作を楽し む 中で習 得さ

れる と説く 。この よう に ，学習意 欲の 促進 と総 合的視 野に たった 被服 教育が 望ま れる 。
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オル ニ ア 州 の 高 校 家 庭科 教 師 の意 識 か ら み た米 国 の 高 校 家 庭 科 教 育

育 大　　 ○ 塩 沢玲 子　 太田 昌 子　 広 瀬 月 江

目 的　 演 者 ら はさ き に， 米 国 留 学 体 験者 へ の 意 識 調 査 な ら び に カ リ フ ォ ル ニ ア 州 の「 モ

デ ル カ リ キ ュ ラ ム」 の 分 析 によ り， 米 国 高 校 家 庭 科 教 育 の 特 徴 の 把 握 を 試 み た。(  第34 回

日 本 家 庭 科 教 育 学 会， 第38 回 日 本 家 政 学 会 中・ 四 国 支 部 研 究 発 表 会 口 演 ）

今 回 は カ リ フ ォ ル ニ ア 州 の 高 校 家 庭 科 教 師 を 対 象 と し た 意 識調 査 を 実 施 す る こ と に よ り，

米 国 高 校 家 庭 科 教 育 の 実 態 な ら び に そ の 特 徴 を， さ ら に 明 ら か にし た い と 考 え た。

方 法　 平 成 ３ 年 ８ 月 に， 米 国 カ リ フ ォ ル ニ ア 州 の 高 校 家 庭 科 担 当 教 師2   5 名 を 対 象 と し，

郵 送 法 に よ る 意 識 調 査 を 行 っ た。 調 査 内 容 は， 勤 務 校 の 規 模 と家 庭 科 担 当 教 師 数， 家 庭 科

教 師 と し て の 経 験 年 数 と 担 当 科 目 名， 授 業 運 営 や 評 価 に お け る留 意 事 項, 米 国 高 校家 庭 科

教 育 の 問 題 点 お よび 改 善 点 な ど で あ る。

結 果　 カ リ フ ォ ル ニ ア 州 の 高 校 家 庭 科 担 当 教 師 は 経 験 豊 富 な者 が多 く， 大 規 模 校 に 勤 務

し てい る 者 が 多 い。 高 校家 庭 科 は 一 般 的 に 教 科 と し て の 評 価 が低 く， 選 択 履 修 す る 生 徒 数

の 減 少 な ど か ら， 時 間 数や 予 算 の 削 減 が 行 わ れ る など， か な り 厳し い 状 況 の 申 に あ る。 し

かし， 家 庭 科 教 師 た ち は「 教 科 に 情 熱 と 誇 り を 持 ち 」， 「 研 修 会 な ど に 積 極 的 に 参 加す る

こ と に よ り， 授 業 の 充 実 を 図 り 」，　「 家 庭 科 の重 要 性 を 生 徒 た ち に 認 識 さ せ る 」 な ど の 努

力 を 日 頃 よ り 重 ねて い る よ う で あ る。 また， 社 会 に 対 し ても 「 家 庭 科 の 必 修 」， 「 家 庭 科

関 連 の 免 許 状 の 制 定 」 な ど， 家 庭 科 の 価 値 の 認 識 と 地 位 向 上 の た め に 積 極 的 な 活 動 をし て

い る よ う で あ る。 日 米 間 に は社 会お よ び 教 育 事 情 の 差 が あ る が， 日 本 の 高 校 家 庭 科 教 師 が，

米 国 の高 校 家 庭 科 教 師 の 姿 勢か ら 学 べ る点 は 多 い と 考 え る。
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